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各
種
会
議
、
研
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会
は

会
議
所
ビ
ル
と
お
決
め
下
さ

r
一
駅亀

き
五
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姦
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お
申
し
込
み
は
当
所
総
務
部
ま
で
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代
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ご
一

一
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一

巨
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羣

亀

圏

0

一

、
酎

,

.

、

テ
ナ
ン
ト
募
集

当
所
会
館
の
譜
の

テ
ナ
ソ
ト
が
、
一
部
空

1
■、

.

゛

,

亀'
上

1

=

冒
'
曳

.

の
で
、
奈
良
市
に
所
在

す
る
、
公
共
機
関
、
協

同
組
合
並
び
に
商
工
業

に
関
係
す
る
方
で
、
奈

良
商
1
会
凌
サ
ガ
滞
一

当
と
認
め
た
力
に
使
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
と

現
在
募
集
致
し
て
お
り

ま
す
。テ

ナ
ン
ト
に
つ
い
て

詳
し
く
は
、
奈
良
市
登

大
路
町
三
六
番
地
の
二

(
奈
良
商
工
<
議
所

電
二
六
1
六
一
三
二
)

へ
船
問
合
せ
下
さ
い
。
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.一」一

ヘ

岐
路
に
立
つ
中
小
企
業

■旦..

"

■

.

.

2

y
ミ

一

孝

一一.

、

一
咋
年
の
石
油
シ
"
ツ
ク
、
玉
機
と
し
北
長
期
不
況
舟
く
こ
の
三
打
頃
か
ら
成
入
れ
と
の
観
製
な
さ
れ
て
き
て
い
る
。

小
小
璽
念
に
た
ず
さ
わ
る
も
の
と
し
て
、
小
小
玉
庁
試
算
の
中
小
支
の
各
指
殺
(
四
卜
五
年
1
-
 
0
0
)
を
み
て

み
る
と
、
生
佳
二
打
を
ボ
ト
ム
に
三
ガ
九
八
・
三
(
前
年
比
一
・
ニ
%
励
)
、
四
打
九
九
・
 
0
 
(
伺
0
 
・
七
為
)
と

引
^
き
^
^
を
一
^
し
て
霜
り
、
ま
^
出
^
^
山
●
い
て
、
一
、
一
刃
を
ボ
ト
ム
に
、
^
月
^
^
一
^
・
^
^
同
^
・
^
^
^
^
、
^
月

9
 
・
ヒ
(
詞
0
・
七
%
垪
)
と
祭
な
が
ら
上
舛
条
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
懸
念
さ
れ
て
い
発
庫
器
m
に
つ
い
て

も
、
在
庫
指
数
は
四
十
九
年
1
二
お
を
ピ
ー
ク
に
一
見
か
ら
連
統
し
て
減
少
L
、
四
月
に
は
一
四
八
・
π
(
同
二
・
五
%
減
)

と
順
調
に
推
移
し
て
き
て
い
る
。

し
か
し
、
灰
面
、
設
N
資
や
個
人
消
費
な
ど
の
竝
終
出
に
つ
い
て
は
、
な
お
祭
~
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
<
上
面
的
な
回

、L

復
へ
の
道
に
は
米
だ
述
い
も
の
の
確
か
累
気
回
復
へ
の
明
る
さ
が
で
て
き
た
と
ヤ
う
の
が
現
状
か
と
思
わ
れ
る
。

今
回
、
二
十
九
叫
Π
の
経
済
口
冉
が
発
表
さ
れ
、
「
新
し
い
安
織
¥
め
ざ
し
て
し
と
副
題
さ
れ
て
い
る
が
、
イ
ソ
フ
レ

張
の
制
約
・
燥
境
保
金
寸
々
の
繭
か
ら
み
て
、
祭
の
高
度
成
長
経
済
か
ら
系
嘘
羅
済
へ
の
転
換
は
誕
一
の
と
と
と

N
解
さ
れ
る
。

一
力
、
さ
き
に
発
表
さ
れ
た
小
小
<
業
由
N
で
は
、
絲
済
成
条
減
速
化
し
て
も
福
祉
型
経
済
の
給
に
伴
う
需
、
倫
造
の

変
化
や
、
サ
ー
ビ
ス
羅
済
化
の
進
展
が
中
小
企
業
に
右
利
に
働
く
こ
と
を
強
調
し
つ
つ
、
な
お
、
羅
済
環
境
の
変
化
を
冷
静
に

見
定
め
、
鷲
凸
理
念
の
転
換
を
図
り
、
環
境
変
化
に
適
応
L
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

即
ち
、
従
来
の
量
的
拡
大
を
図
り
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
追
求
す
る
形
に
代
っ
て
、
◇
後
は
質
的
充
実
を
図
る
た
め
の
新

た
な
鷲
山
皿
念
が
亜
求
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
に
は
、
羅
営
の
合
邦
化
、
名
力
化
等
に
ょ
り
ゴ
ス
ト
ア
ッ
プ
要
因
を
吸
収
す
る
努

力
が
必
斐
で
あ
り
、
か
つ
、
長
期
不
禦
寸
に
ょ
り
皆
し
い
奪
繊
み
ら
れ
た
佃
人
消
費
意
識
に
適
応
L
た
経
営
戦
略
が
必
要
と

ぢ
ぇ
ら
れ
る
。

矧
の
小
小
企
業
改
策
に
つ
い
て
は
、
岐
近
資
金
面
、
技
術
面
等
あ
ら
ゆ
る
面
に
船
い
て
キ
メ
の
細
か
い
配
噸
が
な
さ
れ
て
船

り
、
,
会
僻
祭
中
心
に
な
っ
て
総
合
的
な
懲
ゞ
繊
普
条
条
推
進
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
要
は
<
業
,
誓
者
各
自

が
菰
極
的
に
こ
れ
ら
の
補
報
を
吸
収
し
、
か
つ
活
用
し
て
い
く
努
力
が
必
要
と
ぢ
ぇ
ら
れ
る
。

高
度
喪
か
ら
安
定
成
R
へ
の
器
期
に
は
不
況
時
に
も
ま
し
て
む
つ
か
し
い
局
画
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る

か
、
中
小
<
業
が
火
<
業
に
は
で
き
な
い
場
を
袖
完
す
る
と
い
う
役
割
を
十
分
に
認
滋
し
、
本
来
の
特
性
で
あ
る
「
小
回
り
の

゛
、
、き

く
<
業
L
 
と
い
う
特
質
を
妓
大
限
に
命
し
得
る
た
ら
ぱ
、
中
小
亀
の
活
動
分
野
は
さ
ら
に
大
き
な
広
が
り
に
な
る
、
の

と
確
心
し
て
い
る
。

0
器
〕

私
ど
、
国
民
公
肺
で
は
、
一
般
の
事
業
資
金
の
ほ
か
、
事
業
転
換
貸
付
・
公
害
貸
付
・
名
力
化
貸
§
甚
多
く
の
融
資
を
用

意
し
て
粉
り
ま
す
。

譜
微
力
で
す
が
、
こ
の
過
波
期
乗
切
り
の
た
め
な
お
一
層
の
努
力
を
森
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
商
工
会
誘

阿
様
、
皆
さ
ま
の
公
廊
と
し
て
発
気
姓
ご
相
談
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
主
す
。
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殉
峡
中
小
傘
の
振
興
を
図
る
た
め
、
昭
和
五
十
年
度
に

お
け
る
中
小
<
業
署
に
関
す
る
里
の
器
の
力
剣
を
次
の
と

お
り
定
め
る
。

ズ
中
小
傘
向
け
誇
肝
標

昭
和
五
十
年
佳
お
け
る
里
の
誇
の
う
ち
、
巾
小
企

茶
向
け
契
約
の
金
額
が
約
二
兆
六
二
0
億
円
と
な
る
よ
う
努

め
る
も
の
。

こ
の
金
頴
は
、
国
に
つ
い
て
は
約
一
兆
四
0
億
円
、
公
礼

公
団
等
に
つ
い
て
は
約
一
兆
五
八
0
億
円
と
す
る
。

ニ
、
中
小
余
者
9
鞭
機
会
の
増
大
の
た
め
の
N

国
は
、
前
趣
ま
で
の
中
小
傘
名
に
関
す
る
W
の
契

約
の
方
き
定
め
ら
れ
た
措
憾
つ
い
て
、
一
層
の
徹
底
図

る
も
の
と
し
、
特
に
昭
和
五
十
年
度
に
霜
い
て
は
、
汰
の
措

椴
を
強
力
に
推
進
す
る
も
の
と
す
る
。

①
中
小
<
忠
誓
公
縮
特
器
Π
の
発
注
N
の
捉
供
及
び
発

注
の
増
大

川
等
は
、
中
小
傘
官
稔
第
品
目
(
翻
、
外
衣
、

下
活
類
、
そ
の
他
の
鞍
雛
製
品
、
家
具
、
機
械
す
き
和
紙
、

印
胴
況
帯
及
び
辻
務
用
品
)
に
関
す
る
発
注
削
両
を
作

成
し
、
引
嘉
き
中
小
傘
関
係
中
央
会
等
を
通
じ
、
当
該

窕
江
討
師
に
関
す
る
情
報
を
中
小
介
榮
署
に
提
供
す
る
と
と

も
に
、
努
め
て
中
小
<
業
岩
に
受
注
機
会
を
芋
え
る
よ
う
配

旗
す
る
も
の
と
す
る
。

②
指
誘
争
誇
に
お
け
る
受
注
機
会
の
垪
大

県
寸
は
、
物
品
の
型
且
等
を
指
名
競
争
に
ょ
 
0
て
行
お
う

と
す
る
際
は
、
切
同
一
資
格
等
級
分
内
の
者
に
ょ
る
競
争

スユ二

ノ
'
气

を
確
保
す
る
も
の
と
し
、
特
に
中
小
工
事
等
に
係
る
発
注
及

び
中
小
企
業
官
公
需
特
定
品
H
に
係
る
発
注
に
当
た
ぞ
は

で
き
る
限
り
中
小
系
者
(
共
県
襍
等
を
含
力
J
 
を

指
名
す
る
な
ど
、
受
注
機
会
の
堺
大
を
図
る
も
の
と
す
る
。

③
亊
業
協
同
組
合
等
の
活
用

国
等
は
、
小
深
協
同
組
合
等
に
物
品
1
受
注
す
る
場
介

に
つ
い
て
、
法
令
の
規
定
に
基
づ
く
随
意
器
制
座
を
活
用

す
る
な
ど
し
て
、
中
小
企
深
庁
が
証
明
し
た
官
八
A
肌
適
恪
組

合
を
は
じ
め
と
す
る
小
小
<
業
者
の
組
4
に
対
す
る
受
注

機
会
の
一
層
の
契
を
図
る
も
の
と
す
る
。

④
分
劃
注
の
鞭

県
ザ
は
、
物
口
写
の
発
注
に
当
た
っ
て
、
数
量
面
ま
た
は

工
程
面
祭
ら
み
て
葡
し
て
発
注
す
る
こ
と
が
で
き
る
か

ど
ぅ
か
を
^
^
^
^
し
、
^
^
な
^
リ
^
^
^
^
を
一
^
う
よ

う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

⑤
地
力
支
分
鷲
等
の
契
約
限
度
額
の
引
き
上
げ

国
等
は
、
地
方
支
分
部
局
等
の
契
約
限
纖
を
引
き
上
げ

る
こ
と
に
ょ
り
、
地
方
に
船
け
る
中
小
企
業
者
の
受
注
機
会

の
増
大
に
資
す
る
、
の
と
す
る
。

⑥
中
小
襄
業
者
に
対
す
る
黒

国
等
は
、
上
需
掲
げ
る
、
の
の
ほ
か
、
中
小
建
設
業
名

を
と
り
立
く
現
下
の
経
済
男
に
か
ん
が
み
'
段
の
配
応

を
払
い
、
受
注
機
会
の
一
層
の
増
大
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

⑦
官
公
需
に
係
る
施
策
の
推
進

国
等
峡
本
方
針
の
一
屑
の
普
及
及
稔
底
を
図
る
も
の

と
す
る
。

会

五
十
打
余
の
民
族
が
住
む
中
国
の
大
地
1
そ
の
中
国

か
ら
華
麗
な
、
民
絵
衣
裳
,
が
ス
ラ
リ
捕
い
、
 
b
が
奈
良

県
に
や
 
0
て
き
ま
す
。

日
中
回
復
以
来
、
各
階
悦
の
人
事
往
来
、
ま
た
経
済
貿

易
の
面
で
も
徐
六
に
進
展
し
、
更
に
は
友
好
条
約
締
結
に

つ
罵
互
い
に
努
力

同ー
ー
ー
中
国
小
数
民
族
衣
裳
特
別
展

叫
日
か
ら
当
所
一
階
展
示
室
で

展
を
垪
く
こ
占
は
右
意

義
な
こ
と
と
思
わ
れ
ま

す
。
宙
倫
誠
を
深
め
る
た
め
に
も
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

ご
^
^
J
^
さ
、
0

L

◇
主
催
奈
良
テ
レ
ビ
放
送
奈
良
新
兇

◇
後
援
奈
良
県
、
奈
良
県
議
会
(
日
中
友
好
奈
良

県
零
討
賢
研
)
、
奈
良
県
教
育
委
員

◇
特
別
展
示
パ
ソ
グ
皮
頭
付
(
実
物
)

会
、
日
中
友
好
協
会
正
築
良
県
本
部
、

日
中
友
好
一
甜
奈
良
県
連
絡
△
姦
日
中

経
済
交
築
良
県
鴛
会
、
奈
良
商
工
会

誠
所

◇
協
賛
塑
亘
父
易◇

日
時
九
打
二
十
四
日

1
三
十
Π

旬
日
午
前
十
時

1
午
後
六
畴

◇
会
場
奈
良
商
工
兪
所
一
階
展
示
室

◇
入
料
場

郷
村

◇
併
催
事
業
中
国
県
、
画
展
、
貿
易
相
談
、
百
貨
展
(
展

示
即
光
)

3
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働
き
甲
斐
の
あ
る
職
場
づ
く
り

)
、
一
,

現
実
に
は
「
オ
レ
の
会
社
L

J
」
う
負
釡
だ
尚
く
な
「
た
の
で
は
人
な
ん
か
使
え
な
い
し

「
人
使
い
霄
労
す
る
よ
り
も
、
家
欣
だ
け
で
や
る
方
が
気

カ
ラ
ク
だ
し

な
ど
と
。
締
小
安
{
嘉
F
 
に
徹
し
て
、
従
菜
員
を
使
う
の

を
全
く
諦
め
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
は
別
と
し
て
、
た
と
え
何
人

で
も
従
業
n
を
使
う
と
こ
ろ
で
は
、
鴛
米
員
に
ノ
雌
日
明
る
く
楽

し
く
働
い
て
貰
お
う
と
思
わ
な
い
舎
木
は
な
い
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
現
災
に
は
、
従
業
員
に
と
 
0
て
肖
<
に
。
生
き
甲
斐

働
き
Ψ
斐
の
あ
る
職
場
づ
く
り
"
を
し
く
い
る
<
業
は
き
b
め

て
少
な
い

今
ど
き
「
働
く
X
を
コ
キ
使
 
0
て
や
ろ
う
し
と
い
う
当
y
え
の

経
営
名
は
い
る
筈
が
な
い
が
、
・
災
際
に
は
"
主
従
関
係
"
の
ぢ

え
が
脱
け
切
ら
ず
、
口
で
は
い
わ
な
い
け
れ
ど
も
。
使
っ
て
や

つ
て
い
夕
の
意
驫
が
あ
り
「
鼎
心
」
と
し
て
共
に
働
い
て
行
こ

う
と
い
う
気
打
に
な
り
切
っ
て
い
な
い
経
厳
司
か
多
い
の
だ
。

「
人
を
秧
ウ
と
き
に
は
使
わ
れ
る
岩
の
立
場
、
人
に
使
わ
れ

る
曾
は
使
う
人
の
立
場
」
で
モ
ノ
を
ー
る
の
が
正
し
い
。

多
く
の
練
答
者
は
。
世
の
た
め
ヒ
ト
の
た
め
、
共
に
働
と
ぅ

と
い
う
経
W
巍
念
よ
り
、
し
ど
ぅ
し
た
ら
儲
か
る
か
し
を
先
に

方
え
て
い
る
。
こ
れ
で
は
生
き
胤
文
の
あ
る
職
場
に
は
な
り
つ

こ
,
な
い
。

名
目
た
け
の
会
社

株
容
社
0
0
な
ど
と
名
前
だ
け
は
会
社
だ
が
、
実
質
は

,
税
企
の
が
れ
"
の
<
厶
社
が
中
小
企
業
の
か
な
り
の
部
分
を
占

め
て
い
る
。
株
券
の
発
打
も
な
い
と
こ
ろ
が
多
い
。

な
か
に
は
、
現
・
笑
に
カ
ネ
を
出
し
て
賀
っ
て
V
な
い
名
儀
だ

け
の
刈
戚
知
人
株
主
も
い
る
。

甜
も
出
さ
な
い
し
、
器
株
主
塗
も
や
ら
な
し
。
資
木

金
何
百
万
円
で
出
発
し
て
、
第
十
何
期
ま
で
や
0
て
、
一
円
の

翊
資
も
せ
ず
、
殖
立
金
や
準
備
金
な
ど
の
一
瓢
も
た
い
。

鴛
木
R
に
は
死
上
高
も
利
益
、
教
え
ず
、
徹
底
し
た
愁
佃
主

嚢
、
経
喪
節
約
を
口
で
は
と
な
え
な
が
ら
、
"
分
は
ゴ
ル
フ
や

伺
業
の
ツ
キ
ア
イ
に
は
ハ
デ
に
カ
ネ
を
使
い
、
乗
用
車
は
禦

が
出
る
た
び
に
買
い
か
え
る
。

こ
う
し
た
企
柴
に
限
っ
て
、
給
手
に
お
い
て
も
。
経
営
潛
の

取
り
轡
七
か
目
立
つ
。
年
商
が
一
催
も
達
し
な
い
の
に
、

社
長
が
月
給
五
十
万
、
専
務
に
な
0
て
い
る
細
君
が
三
十
万
円

と
っ
て
い
る
店
が
あ
っ
た
。
税
理
士
の
先
生
か
ら

「
法
人
税
で
取
ら
れ
る
よ
り
も
、
緊
所
得
税
を
払
っ
て
個

ー
』
、
ー
ノ
↓
一

、

心

i
チ
,

ユ

商
店
峡
答
指
遵
セ
ソ
タ

L

貞

泰
三

理
事
長

田

オ
ノ
ノ

人
尋
め
た
力
が
ト
ク
で
す
よ
し

と
教
え
ら
れ
た
か
ら
と
い
う
。

な
か
に
は
、
店
主
の
父
で
仕
事
は
し
て
い
な
い
の
に
、
征
月

十
万
円
以
上
の
給
料
を
出
し
て
い
た
例
が
あ
る
。

こ
れ
は
節
税
の
力
法
と
し
て
贇
明
か
も
知
れ
な
い
が
、
従

茶
員
が
ア
セ
水
た
ら
し
て
一
力
児
働
い
て
七
万
か
八
万
、
果
し

て
こ
れ
で
従
業
員
が
ヤ
ル
気
を
起
と
す
だ
ろ
う
か
。

儲
か
っ
て
い
る
会
社
で
、
、
従
業
貝
に
株
式
を
持
た
せ
な
い

と
こ
ろ
が
多
い
。

噌
資
の
と
き
で
、
年
闇
何
十
万
か
の
賠
リ
税
の
免
税
範
囲

で
、
ま
だ
小
鞍
や
幼
稚
園
に
通
っ
て
い
る
ム
ス
コ
や
ム
ス
メ

に
株
式
を
贈
与
し
て
「
株
主
」
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

こ
う
し
た
こ
と
を
平
気
で
し
て
い
る
の
は
、
あ
く
ま
で
自
分

た
ち
一
家
、
一
族
の
た
め
の
条
意
繋
強
く
、
璽
員
の
こ

と
は
二
の
次
か
、
後
ま
わ
し
か
、
あ
る
い
は
全
く
考
え
て
い
な

い
か
を
物
語
る
証
拠
で
あ
る
。

経
営
者
で
あ
る
自
分
の
立
場
で
な
く
、
そ
の
蛋
で
ょ
ろ
こ

ん
で
働
き
た
い
と
思
い
、
白
分
の
子
供
を
そ
こ
で
喜
ん
で
働
か

せ
た
い
と
思
う
よ
う
な
企
菜
で
な
け
れ
ぱ
、
い
ま
ど
き
人
を
使

つ
て
伸
び
て
ゆ
け
る
と
と
、
不
可
能
だ
し
、
立
た
人
を
使
う
資

格
、
な
い
と
覚
悟
し
な
く
て
は
い
け
な
い
。

働
く
者
皆
の
会
社

"
社
長
一
族
の
会
社
'
で
な
く
。
働
く
者
み
ん
な
の
会
社
"

で
あ
れ
ぱ
、
公
豐
営
は
も
ち
ろ
ん
、
三
な
限
り
「
利
益
配

、
三
号
.
●
●
■
.
●
●
■
.
゛
'
:
●
●
,
:
:
.
●
●
:
.
●
●
.
」
●
●
:
.
●
■
N
 
:
●
◆
昆
゛
:
.
1
●
.
●
.
゛
:
.
●
1
●
:
:
●
●
:
、
:

奈
良
交
通
(
株
)
社
長
に

開
高
覚
氏
昇
格

一

4

y
J

、
,
Ξ
.
-
r
'
'
'
一

斗
=
='

 
J

=

ユ
、
'
〒
゛
、
J
空
「
嵳

良
商
工
会
議
所
副
会
頭
1
は
勇
退
、
取
締
役
と
し
て
と
ど

ま
り
、
副
社
長
は
北
干
席
と
な
る
。

マ
開
高
覚
氏
・
経
歴
△

昭
和
十
三
年
阪
大
工
黛
卒
、
伺
年
近
鉄
入
社
。
四
十
閉

年
奈
良
交
通
腸
専
務
。
四
十
八
年
副
社
長
。

[

奈
良
釜
鵠
(
奈
良
市

油
坂
町
一
)
で
は
、
こ
の

ほ
ど
の
定
時
株
嘉
会
で
、

新
し
く
取
締
役
社
長
に
開

武
党
副
社
長
を
選
仔
し

た
。
安
藤
四
郎
社
長
1
奈

一一

.
●
'
.
'
●
゛
.
、
●
:
:
、
●
■
,
:
、
'
.
゛
:
、
◆
.
、
.
●
●
冒
●
.
、
.
●
W
 
:
、
●
'
,
.
■
弔
.
●
:
:
.
早
●
.
、
.
●
:
:
、
昌
,
'
阜
:
゛
'
●
、
●
;
.
、
●
三
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分
L
 
、
ぢ
ぇ
る
べ
き
で
あ
る
。

従
菜
員
か
ら
も
資
利
を
出
さ
せ
、
毎
打
光
上
目
標
を
定
め
、

そ
れ
を
突
破
す
る
と
「
光
上
H
標
突
破
裳
賞
」
が
出
る
。

光
出
し
か
目
将
を
越
え
る
と
一
大
入
袋
」
、
さ
ら
に
年
型

想
梨
を
オ
ー
バ
ー
す
る
と
「
決
算
箭
質
り
し
を
出
す
と
い

つ
た
よ
う
に
、
釡
に
傘
稔
が
一
ツ
の
目
誓
向
っ
て
進

力
と
き
、
従
業
n
に
と
り
て
生
き
中
斐
、
鋤
き
甲
斐
の
あ
る
職

場
、
か
で
き
る
の
で
あ
る
。

従
朶
員
が
交
代
で
グ
ラ
フ
係
を
つ
と
め

「
朴
長
、
今
月
は
も
う
小
ノ
し
頑
張
ら
な
い
と
目
標
突
破
L
ま

せ
ん
ネ
L

と
い
、
フ
の
と

「
お
ま
え
ら
、
も
ち
0
と
光
ら
な
い
と
賞
り
も
允
り
辻
せ
ん

〆
けと

い
う
の
と
ど
ち
ら
が
良
い
か
と
い
う
注
も
な
い
こ
と
で
あ
っ

て
、
,
オ
ヤ
ジ
は
金
、
う
け
、
こ
ち
ら
は
ク
タ
ビ
レ
、
う
け
"

と
従
菜
n
が
川
心
、
ワ
よ
う
で
は
、
と
て
も
ダ
メ
な
の
で
あ
る
。

ぎ
ぇ
か
た
に
ょ
っ
て
は
、
小
規
模
企
業
ほ
ど
、
賃
金
も
比
較

W
L
や
す
い
。
そ
れ
こ
そ
、
四
人
や
五
人
な
ら
月
三
千
円
、

五
千
円
昇
給
し
て
や
っ
て
も
、
経
専
の
 
0
ち
ょ
つ
と
し
た
ツ

キ
フ
ィ
'
を
節
約
す
る
だ
け
で
支
弁
で
き
ょ
う
。
こ
れ
が
何
百

<
何
千
人
と
な
っ
て
は
大
変
な
金
額
に
な
り
、
そ
れ
を
出
さ

な
い
と
,
赤
旗
"
と
な
る
か
ら
小
規
規
模
、
中
規
模
の
方
が
ど

れ
ほ
ど
ラ
ク
か
分
ら
な
い
。

将
荏
に
つ
い
て
、
中
小
余
は
決
し
て
悲
観
的
で
な

大
傘
や
大
型
チ
ニ
ー
ン
で
は
、
社
長
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

、
0

Lと
重
役
や
店
長
に
な
る
の
も
、
何
百
人
に
一
人
だ
が
、
中
小
の

場
合
は
マ
ジ
メ
に
や
れ
堺
部
へ
の
昇
進
は
早
い
し
、
独
立
自

営
の
道
も
あ
る
。
響
者
の
,
眼
の
届
く
位
の
中
小
傘
'
ほ

ど
生
き
甲
斐
の
あ
る
職
場
は
作
り
や
す
い
の
で
あ
る
。

朝
礼
な
ど
で
ア
リ
ガ
タ
イ
話
を
長
凌
と
ぶ
 
0
 
た
り
、
し
か

つ
め
ら
し
く
訓
戒
を
垂
れ
る
よ
り
、
肖
分
や
家
族
が
取
り
過
ぎ

て
い
な
い
か
を
反
省
し
、
本
当
に
。
み
ん
な
の
職
場
'
に
な
る

よ
う
な
心
く
ぱ
り
が
今
こ
そ
必
要
な
時
代
と
い
っ
て
ょ
い
だ
ろ

ユ二

暑
;
●
.

繕
盲
瑩

5

Y
店
了
ニ
ア
ル
の
概
要

D
1

D
1
Y
応
と
し
う
斯
し
い
応
か
H
木
に
も
野
場
し
て
き
く
い

ま
す
が
片
さ
ん
御
存
じ
で
す
か
。
(
U
一
ン
弄
一
)
9
-
-
1
Y
6
三
ゲ
区
{

の
略
雫
・
何
で
も
白
分
で
や
ろ
、
?
の
意
昧
で
す
J

今
般
、
小
小
<
業
、
」
に
お
し
て
、
こ
の
D
1
Y
ス
ト
ア
に
つ

い
て
の
マ
ニ
ユ
ア
ル
が
竹
成
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
黎
を

説
明
L
立
す
。

D
1
Y
は
、
鮮
単
§
え
ば
し
ま
ま
て
六
丁
に
ま
か
せ
て

い
た
修
卯
な
ど
を
、
Π
分
で
近
共
と
材
判
を
買
っ
て
修
艸
す
る

な
ど
、
弥
人
が
い
ま
ま
で
す
べ
て
職
人
ま
か
せ
て
い
た
こ
と
を

系
 
P
訂
分
で
打
な
う
し
こ
と
を
指
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

D
1
Y
の
行
ゞ
¥
火
別
す
る
と
次
の
W
に
分
け
る
こ
と
が

て
き
ま
,
。

囲
泳
'
庭
の
内
と
外
の
修
卯

^
.
「
^
り
)
^
↓
、
寸
"
.
ー
」
ー

W
 
訂
動
Ⅲ
の
修
皿

⇔
も
の
を
作
る
こ
と

こ
の
よ
、
つ
に
丁
H
ら
何
で
も
村
な
う
し
こ
と
を
D
1
Y
と
呼

ひ
、
そ
れ
に
関
す
る
商
品
を
品
揃
え
し
た
抽
を
D
1
Y
店
と
ひ

J
 
、
、

い
ま
す
。

D
1
Y
卞
U
は
W
1
刃
W
1
六
年
可
力
ら
日
木
に
登
場
し
て
き
ま

し
た
が
、
そ
の
規
模
を
み
る
と

W
小
光
店
に
つ
い
て
は
←
北
場
面
殖
が
五
十
坪
前
後
で
あ
0

て
い
力
ゆ
る
フ
ラ
ソ
チ
ャ
イ
ズ
・
チ
エ
ー
ソ
(
F
C
)
加

武
ノ
Q

贈
店
が
こ
れ
に
該
当
す
る
わ
け
で
す
。

同
大
型
店
で
み
ま
す
と
←
売
場
面
積
が
六
百
六
十
平
方
メ
ー

ト
ル
(
二
百
坪
)
前
後
、
も
し
く
は
以
上
の
坪
数
を
も
つ

店
が
あ
り
今
後
も
店
舗
数
は
増
え
て
い
く
と
と
も
に
、
 
D

1
Y
市
場
も
拡
大
の
一
途
を
た
ど
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
が
そ
の
背
示
は
次
の
点
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

余
暇
の
堺
大
←
述
休
二
日
制
の
浸
透
に
ょ
る
も
の
。

0

人
村
喪
の
古
罵
←
特
に
職
人
の
手
闇
賃
の
上
昇
に
ょ
る
も

0

の
。

0
節
釣
時
代
の
到
来
←
、
の
を
大
切
に
扱
う
、
長
も
ち
さ
せ

る
も
の
。

生
瓶
の
ス
タ
イ
ル
の
変
化
←
血
分
の
創
県
夫
で
も
の
を

0

つ
く
る
も
の
。

わ
か
国
の
D
1
Y
の
現
状
は
ち
ょ
つ
と
し
た
補
修
や
、
犬
小

屋
、
棚
つ
く
り
程
度
で
あ
り
ま
す
が
、
将
来
は
欧
米
な
み
に
屋

根
の
ふ
き
か
え
か
ら
門
扉
つ
く
り
、
あ
る
い
は
余
暇
を
楽
し
む

ホ
ビ
ー
を
消
費
新
が
行
な
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

前
に
も
説
明
し
ま
し
た
が
D
1
Y
店
は
何
を
売
る
店
か
で
す

基
本
的
に
は
次
の
分
野
の
翻
亮
る
店
と
定
義
づ
け
る

゛
.
、

ゾこ
と
が
で
き
ま
す
。

働
補
修
や
、
の
を
つ
く
る
た
め
の
材
料
、
道
具
、
部
品
を
売

る
店
。

同
半
製
品
、
完
戍
品
を
売
る
店
。
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W
力
1
用
品
が
あ
る
店

祭
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

D
1
Y
復
あ
く
ま
で
材
判
を
中
心
に
品
揃
え
を
す
る
こ
と

で
あ
り
血
故
な
ら
火
丁
誓
<
よ
一
・
Π
・
捕
え
れ
は
買
い
変
え

る
必
要
性
が
な
い
商
品
で
あ
り
、
そ
れ
に
比
べ
て
材
外
は
無
山

的
に
光
れ
て
い
く
商
品
で
あ
る
か
ら
で
す
。

そ
れ
と
い
ま
一
つ
大
御
な
こ
と
は
、
 
D
1
Y
店
は
ま
ず
補
修

第
3
回
販
売
士
(
3
級
)
検
定
試
験
実
施

丁
'
=

,
詠

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
狙
え
と
い
う
こ
と
で
す
。

最
初
か
ら
ホ
ビ
ー
を
と
い
う
よ
う
な
、
ま
だ
日
本
人
の
生
活

に
定
着
し
え
な
い
商
品
を
狙
う
の
で
な
く
、
節
約
指
向
型
の
補

修
用
品
を
光
っ
て
、
ニ
ー
ズ
を
掘
り
起
こ
し
、
消
費
者
の
技
術

水
輩
寸
が
向
上
し
た
時
に
、
は
じ
め
て
ホ
ビ
ー
時
代
が
や
っ
て

く
る
と
い
う
こ
と
゛
姦
記
す
べ
き
で
す
。

去
る
七
阿
二
十
三
U
、
当
所
四
階
ホ
ー
ル
に
お
い
て
第
三
回

販
光
士
検
定
試
験
が
災
施
さ
れ
た
。
受
験
当
数
は
三
十
四
名

.

で
う
ち
介
格
打
は
二
十
工
名
、
介
格
*
ば
七
三
・
五
%
で
あ

ナ

ユ二

受
験
者
数
謎
名
う
ち
部
名
合
格

.

.
●
1
.
"

会

川
明
弘

<

マ
3
級
販
売
士
合
相
者
氏
名
△

中
野

森
田

J

妻

淋
愆

田
巾

岡
元

十
系

高
浩宏.

五
口

小
西

t

、

一

゛
リ

、

=

▲

〆
'
毛
、

一

水
木
竺

生
駒
仁
汰
郎

尋

、

二
級
販
売
士
検
定
試
験
要
項

試
験
は
十
月
五
日
に
実
施

先
に
実
地
し
た
三
級
販
光
士
試
験
に
統
い
て
十
刀
五
日

に
は
二
級
販
光
士
試
繋
発
の
要
頃
美
施
さ
れ
ま
す
。

記

マ
日
時
十
月
五
旦
日
)
儒
九
時
三
十
分
(
面
接
)

午
後
一
排
(
縦
記
)

マ
場
所
糸
良
商
工
会
嶢

▽
申
込
期
問
九
月
一
日
?
十
三
日

▽
受
験
料
一
七
0
0
円

マ
申
込
方
法
 
W
ヨ
所
窓
口
栃
付
け
の
中
込
用
紙
に
所
定

辨
器
入
の
上
、
小
込
ん
で
、
F
さ
い
。
(
写

真
会
6

そ
の
他
、
同
謡
に
関
す
る
詐
細
は
努
器
定
課
ま

で
山
備
い
介
せ
下
さ
い
。

T
E
L
 
⑳
六
ニ
ニ
ニ

1

翫

福
田

(
以
上
二
十
π
●
)

一
、
 
Y
'

牟

北
尻
宗
渡

、

、

亀

伊
勢
木
幸
屶

ゞ
欝 亘

、
メ
努
y

ナ
'
'
一

、

q

▲

ゞ

足

/

6

鶴
岡

山
〒
本
建

一
森

第84号

、▲+、、「奪加r

(第三種郵便物認'D

'^Jノゴ

t_
'づツ、一■

.J/

、間

ゞ驫却敏、~
^と.り」J^

ゞ.

[.,●,,^ノ"」ー

菩

鼻イ

t'、

子゛コー

J

イ

'","

昔◆ノ"、'ニ

1宴;

奈良 議所

圭
^

「)由てこ
販のHれ
売資商か
士格カミ'・1・'
しと実小
のL施企
バてL洋

,-1ツ制
ジ度い
で化る恊
すさ全力
゜れ鬮を
た共得

なあ・
つな・'
てた・
みも・
ま「
^

人ノノし
カ、」
.ノに

ース 昭和50年9月10日(毎月1回10日発行)

梶
川

J/、,

'1と"、

六

堀

耕文
平昭

雉

柳平
川

ヒ
津
代泰

島中
田岡

広
院和Jづ

俊
/,

^ー

小岡
訓1 棉盲

秀
典

、、"

吉 1二1コ
川野

ノξ
/4

1-1」

t>、!1{
下



'

/

.

闇

巡
害
を
受
け
た
と
き
は

税
の
減
免
手
続
き
を

・
=

我
が
国
は
、
世
外
で
も
災
轡
の
多
い
国
の
一
つ
に
数
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
な
か
で
も
台
風
、
染
中
牙
雨
、
地
震
、
火
災
な
ど

に
ょ
る
繁
昂
、
何
年
の
よ
う
に
全
界
地
に
発
生
し
て
い
ま

す
。
万
一
、
災
譜
あ
い
財
佐
損
皆
を
受
け
た
と
き
は
、
税

金
西
で
も
い
ろ
い
ろ
な
救
済
力
法
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
回
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
災
害
を
受
け
た
と
き
の

税
金
の
減
免
手
統
き
に
つ
い
て
説
咽
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

所
得
税
の
還
付
・
徴
収
猶
予
の
方
法
が

サ
ラ
リ
ー
マ
ソ
が
災
害
を
受
け
た
と
き
は
、
二
つ
の
救
法
力

法
が
あ
り
、
い
十
れ
か
打
利
な
方
を
於
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

一
つ
は
、
そ
の
年
の
所
得
の
見
秘
頴
が
四
0
0
万
円
以
上
の

人
で
、
住
宅
や
家
則
な
ど
に
、
そ
の
価
値
の
半
分
以
上
に
燃
叩

を
受
け
た
と
き
は
、
源
泉
所
得
税
の
徴
収
が
猶
予
さ
れ
た
り
、

1

既
に
徴
収
さ
れ
た
税
金
の
馨
を
受
け
る
方
法
で
す
。
こ
の
徴

収
猶
予
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
は
、
器
叫
に
あ
っ
た
H
以
後
、

般
初
に
稔
の
支
払
を
受
け
る
Π
の
前
H
ま
で
に
、
,
徴
収
猶

^
小
^
"
、
が
を
^
^
^
の
^
b
^
^
当
^
村
に
出
し
ま
^
ま
た
、

葬
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
は
、
,
存
申
爺
が
掘
付
を

受
け
よ
う
と
す
る
税
額
が
源
泉
徴
収
済
み
で
あ
る
こ
と
商
務

先
で
、
禽
し
て
、
ら
い
、
住
飽
の
税
務
料
へ
直
接
出
し
ま

す
。も

う
一
つ
は
、
災
害
な
ど
に
ょ
る
損
鉾
額
が
、
そ
の
年
の
所

得
の
見
積
額
の
一
割
を
超
え
る
た
め
、
雑
摸
傑
が
受
け
ら
れ

る
と
見
込
ま
れ
る
場
合
や
、
そ
の
雑
損
控
除
が
翌
年
以
後
繰

越
し
て
受
け
ら
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
年
ま
た

は
そ
の
翌
年
以
後
三
年
以
内
の
各
年
に
お
い
て
支
払
を
受
け
る

給
亨
の
源
泉
所
得
税
に
つ
い
て
、
そ
の
雑
損
控
除
の
金
領
に
網

当
す
る
税
額
の
徴
収
猶
与
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
徴
収
猶
予
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
は
、
雑
損
失
用
の
徴

収
猶
予
申
雫
y
ぱ
住
所
地
の
税
務
署
盆
接
出
し
て
く
だ
さ

ユ二

J

経
営
実
務
セ
ミ
ナ
ー

店
舗
改
造
と
経
営
刷
新

会

一
般
小
光
譜
お
い
て
は
、
時
が
進
む
に
つ
れ
、
店
が
陳
腐

化
し
た
り
、
鷲
凸
環
境
の
変
化
に
応
じ
て
ル
側
機
能
が
退
化
し

加
削
の
改
造
を
村
な
わ
ね
ぱ
な
ら
ぬ
場
合
が
あ
り
ま
す
。
不
況

下
に
船
い
て
は
、
資
金
な
ど
の
関
係
も
か
ら
み
、
一
般
に
店
舗

改
声
~
積
極
性
が
み
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
時
と
場
介
に
ょ
っ
て
は

行
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
場
介
の
照
羔
を
検
肘
し
て
み

ま
し
ょ
う
0

店
舗
改
造
の
効
果
は
業
種
に
ょ
っ
て
異
な
る
・
店
勧
改
造
を

す
れ
.
は
、
心
ち
に
そ
の
効
来
が
あ
ら
b
れ
る
占
い
う
も
の
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
業
種
に
ょ
 
0
て
効
架
の
め
ら
力
れ
方
が
述
二
L

く
る
こ
と
力
示
知
L
て
お
く
べ
き
で
し
ょ
、
フ
。
改
造
の
効
果
が

b
り
に
迅
速
に
あ
ら
b
れ
る
の
は
、
"
来
子
、
食
品
な
ど
剛
買
ひ

ん
度
の
、
局
い
商
品
を
扱
0
て
い
る
店
で
、
そ
れ
と
対
照
的
な
の

は
高
級
呉
服
店
な
ど
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
、
改
造
し
た
か
ら
と

い
っ
て
、
施
ち
に
光
り
上
げ
が
伸
び
る
、
の
で
あ
り
ま
せ
ん
。

店
舗
改
造
の
効
果
を
よ
く
検
付
し
な
が
ら
行
う
よ
う
に
し
た
い

も
の
で
す
。

商
品
構
成
と
の
か
ら
み
合
い
の
検
討
・
店
舗
の
改
造
を
行
な

つ
た
か
ら
若
干
の
光
り
上
げ
則
が
み
ら
れ
た
と
い
う
と
と
で
満

足
し
て
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
篇
の
望
上
と
も
に
、
扱
い
商

品
の
構
成
は
果
し
て
現
状
で
ょ
い
の
か
、
何
か
関
連
商
品
を
ふ

や
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
あ
ま
り
菜
績
に
寄
与
し
そ
う
に
な
い

、
0

L

な
お
、
い
ず
れ
の
方
法
に
ょ
っ
た
場
介
で
、
、
翌
年
三
月
ト

五
H
ま
で
に
霧
署
へ
確
定
申
告
を
し
て
所
得
税
の
精
算
を
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

も
の
で
ま
で
扱
っ
て
は
い
な
い
か
な
ど
、
噂
鞭
成
の
再
竹

と
い
う
こ
と
、
大
切
で
し
ょ
う
。

改
造
資
金
の
性
稲
と
量
に
当
を
得
る
こ
と
・
改
造
す
る
か
ら

に
は
な
ん
ら
か
の
資
金
が
範
と
な
り
ま
す
。
問
題
点
と
し
て

は
、
改
造
を
行
な
う
の
に
満
足
す
べ
き
自
己
資
金
が
あ
る
か
ど

う
か
、
そ
の
カ
ネ
が
表
面
上
堂
々
と
使
え
る
カ
ネ
で
あ
る
か
ど

う
か
、
ま
た
そ
の
カ
ネ
を
店
舗
改
造
に
使
っ
て
し
ま
い
あ
と
の

商
品
仕
入
れ
に
不
都
合
を
き
た
し
は
し
な
い
か
、
な
ど
の
声
黒

を
あ
ら
か
じ
め
十
分
に
検
討
し
て
お
く
こ
と
、
ゆ
る
が
せ
に
は

で
き
ま
せ
ん
。
も
し
、
自
己
資
金
で
は
な
く
、
借
り
入
れ
に
ょ

会
員
の
ひ
ろ
ば
＼

L
＼

お
気
が
る
に
投
稿
を

7

木
■
は
、
会
R
の
み
な
さ
ま
の
生
き
た
声
を
反
映

さ
せ
積
極
的
に
会
辧
運
営
に
禽
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
"
会
員
の
ひ
ろ
.
は
0
 
を
設
け
る
と
と
に
致
し
ま
し

た
。

一
般
的
な
社
会
、
経
済
問
題
に
対
す
る
私
見
、
会

所
に
対
す
る
希
望
、
題
は
自
由
で
す
。
船
気
軽
に
ビ
寄

稿
下
さ
い
。

字
数
八
0
0
字
以
内

投
稿
先
当
所
「
会
議
所
ニ
ユ
ー
ス
」
編
集
係

な
船
原
則
と
し
て
原
稿
の
返
済
は
致
し
ま
せ
ん
。

'
、
'

杉
1
、
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つ
て
改
造
す
る
場
介
に
は
、
ど
こ
か
ら
資
金
を
僧
り
る
の
か
、

公
的
資
金
そ
の
他
偕
り
入
れ
に
ょ
る
場
介
タ
イ
ミ
ソ
グ
が
よ
い

か
な
ど
、
検
村
す
る
こ
と
が
賢
明
で
し
ょ
う
。
な
ん
で
も
か
ん

で
も
資
金
の
姑
さ
え
確
保
す
れ
ば
よ
い
、
改
造
し
た
ら
あ
と
ば

グ
ー
ン
と
光
り
上
げ
が
舛
び
て
く
る
だ
ろ
う
な
ど
と
安
易
な
ぢ

え
方
で
資
金
下
凹
て
を
し
た
り
改
準
で
災
行
す
る
と
思
0
た
よ

り
そ
の
効
川
<
か
あ
が
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
と
に
な
っ
て
片

労
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
二
意
し
た
い
も
の
で
t
。

改
造
を
機
に
経
営
刷
新
の
心
意
気
を
・
資
金
を
む
効
に
使
い

一
、
、
、
、

、

奈
良
商
工
会
議
所

改
造
を
は
か
っ
た
と
し
て
も
、
た
ん
に
そ
れ
だ
け
に
満
足
す
る

こ
と
な
く
、
改
造
を
機
に
羅
営
刷
新
を
は
か
る
べ
く
経
営
名
も

従
業
員
も
そ
の
気
に
な
る
と
と
が
大
切
で
す
。
従
来
に
も
ま
し

て
、
語
の
道
に
熱
を
入
れ
、
髪
の
改
善
に
あ
ら
ゆ
る
面
で

努
力
す
る
と
い
う
よ
う
に
心
掛
け
た
い
も
の
で
す
。
「
多
く
の

カ
ネ
を
使
0
て
改
造
し
た
よ
う
だ
が
、
そ
の
わ
り
に
ふ
る
わ
な

し
」
と
い
う
よ
う
な
風
評
を
よ
ぱ
な
い
よ
う
に
店
主
、
店
員
と

も
に
改
造
を
機
に
積
極
的
な
態
度
で
商
道
に
は
げ
み
た
い
、
の

で
す
。

職
長
、
中
堅
監
督
者
の

皆
さ
ん
ノ

テ
ー
マ
は
あ
な
た
が

お
決
め
下
さ
い
。

ユ

中
小
企
業
相
談
所
 
T
E
L
⑳
六
三
三
代

＼

、
、

＼

、

气
、
、
、

、
、
玉
、
、

俳
で
は
、
来
た
る
十
打
中
句
ご
日
間
、
寸
二
時
闇
程
度
の

職
長
、
中
堅
酵
乢
倍
者
訓
練
鷲
§
τ
予
定
L
て
お
り
ま
す
が
、

攻
記
以
外
の
希
望
テ
ー
マ
等
あ
り
ま
し
た
、
b
会
僻
業
瓢
宛

船
知
ら
せ
下
さ
い
。

(
T
E
L
 
部
六
ニ
ニ
'
V

予
定
テ
ー
マ

^
血
^
b
^
右
の
^
^
老
到
・
^
^
^
の
^
^
^
^
・
゛
^
目
^
^
の
^

題
解
決
と
り
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
安
全
管
理
の
推
進
を
図
る
に
は

、
、

、
、

、
こ
の
融
資
制
・
度
は
、
奈
良
'
商
工
会
議
所

の
§
U
指
導
を
受
け
嘉
営
改
善
し
、
事

菜
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
お
老
え
の
方
々
に

歌
メ
な
小
口
の
璽
資
金
を
、
商
工
会
議

雲
頭
の
挑
威
で
国
民
金
融
盆
よ
り
無

扣
保
・
無
保
証
人
で
郭
貸
し
す
る
も
の
で

す
。▽

貸
村
刈
象
ψ
碑
.
扉
用
す
る
従
業

貝
の
数
が
、
噂
<

サ
ー
ビ
ス
業
で
は
二

人
以
下
、
讐
誓

の
他
で
は
五
人
以
下

の
小
企
叢
心

▽
資
金
使
途
設
俳
資
金
・
器
資
企

▽
貸
付
限
度
纈
二
0
0
万
円
(
た
だ
し

運
転
資
金
は
-
0
0

万
円
以
内
、
設
備
資

金
に
つ
い
て
も
特
に

歌
メ
と
認
め
ら
れ
る

場
会
に
限
り
二
0
0

万
円
ま
で
)
以
内

、
、

、

、

＼

、
ミ
、
^
L
^
稔
^
^
>
一
^
^
^
、

、
、
ト
、
、

等
。

、
ー
、
^
、
、
込
^
＼
々
＼
、
^

▽
利

率
年
七
・
ニ
%

▽
返
済
期
限
二
年
以
内
(
た
だ
上
 
0
0
万
円
を
こ
え

や
ミ
ミ
ゞ
ト
、
ゞ
§
§
卜
Υ
ミ
＼
誤
、
＼
＼
＼
＼
、
、
ミ
＼
》
ト
ミ
§
§

る
設
曾
金
に
つ
い
て
は
金
額
に
応
じ
て

三
年
を
限
度
と
し
て
均
等
償
還
)

▽
扣
保
・
保
叉
不
要
(
信
用
経
協
会
の
保
証
も
い
り
ま

せ
ん
)

▽
貸
出
機
関
国
民
金
融
公
庫

<
融
資
を
又
け
る
た
め
の
条
件
>

以
前
か
ら
蚕
商
工
兪
所
の
誓
指
遵
・
記
帳
指
遵
を

0

受
け
て
い
る
こ
と
。

0
妓
近
一
年
以
上
、
奈
良
市
内
で
鬻
婁
営
ん
で
い
る
人
。

国
民
金
融
公
庫
の
非
融
資
対
象
業
種
等
に
属
し
て
い
な
い

0

も
の
で
あ
る
事
。

0
税
金
を
完
納
し
て
い
る
こ
と
。

◎
謡
器
き
に
関
す
る
手
数
料
な
ど
の
費
用
は
一
切
不
要
で

す
。

◎
融
資
決
定
後
償
還
方
法
に
?
さ
、
指
定
銀
行
に
ょ
る
預
金
口

座
商
県
替
に
ょ
る
返
済
方
法
を
御
利
用
下
さ
い
。

受
付
・
推
織
関

オ

8

<

ゞ
一
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小企業経営改善資金融資制度
D小企業者にもっとも有利な融資ぐ

奈良

》アンケ
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〒
,
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〒
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T
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一
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会
議
所
共
済
葆
障
額
が
一
段
と
充
実

h

◇
「
会
議
所
共
済
」
の
特
色
は
?

回
安
い
掛
金
ノ

一
口
七
四
0
円
1
三
口
・
三
三
0
門
函
安

回
幅
広
い
保
障
ノ

交
通
器
晃
け
で
保
障
か
ら
、
産
業
災
害
の
入
院
等
、
保
障
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
立
し
た
。

回
配
当
金
が
戻
る
ノ

毎
年
2
お
に
過
去
一
年
冏
の
給
刊
災
曾
も
と
づ
い
て
収
支
計
卸
が
行
な
力
れ
、
梨
金
が
あ
る
場
介
は
こ
れ
を
加
入
者

に
掛
金
負
担
類
に
応
じ
て
お
支
払
い
い
た
し
立
す
。

回
手
続
き
は
簡
単
ノ

゛

い
つ
で
も
、
無
診
璽
加
入
で
き
ま
す
。
掛
金
は
あ
な
た
の
口
座
か
ら
自
動
振
替
で
す
。

詳
矧
は
当
"
共
済
川
ψ
、
一
者
ま
で

゛

T
E
L
 
⑳

代

ニ
=
、
,
三
T
゛
三
一
、

所
)

飢
日
◇
会
館
淫
管
埋
小
委
員
会
W
 
(
出
席
八
名
、

於
当
所
)

8
打
1
日
◇
当
所
婦
人
会
役
R
会
(
鵬
席
十
名
、
於
俳
)

4
H
 
◇
謹
員
価
修
会
に
参
加
(
付
野
、
石
川
、
深

ー
、
1「

水
、
張
、
西
村
各
指
遵
員
、
林
鹿
)
◇
製

頭
兪
開
催
(
於
凹
所
)
◇
ユ
ニ
ー
ド
送
迎
バ
ス

事
情
聴
取
実
施
(
拙
席
十
七
名
、
於
当
所
)

◇
卸
,
墓
団
地
謡
繋
凧
会
開
催
(
於
当
所
)

6
f

◇
張
鷲
指
導
器
(
延
件
数
十
五
件
、
於
当

所
)

8
日
◇
器
工
需
会
(
嘗
会
)
開
催
(
出
席
十
二

名
、
於
当
所
)

Ⅱ
H
 
◇
副
会
頭
会
議
開
催
(
谷
所
)

蛇
日
◇
小
光
・
墾
高
度
化
助
成
金
貸
付
調
査
実
施

蛤
日
◇
断
会
頭
会
議
催
(
於
当
所
)
◇
運
営
委
貝

会
開
催
(
出
席
八
名
、
於
当
所
)
◇
第
璽
員

サ
】
ビ
ス
講
習
会
打
介
せ
命
催
(
於
俳
)

N
n
 
◇
金
融
審
査
命
催
(
釜
所
)
◇
当
鄭
人
会

八
打
例
命
催
(
出
席
十
七
名
、
於
当
所
)

部
日
◇
正
副
会
頭
会
議
催
(
釜
所
)
◇
卸
団
地
見

学
会
実
施
(
出
席
二
十
一
名
、
於
尾
道
総
合
団

地
)
◇
観
光
協
会
零
に
出
席
(
小
谷
劣
、
於

友
楽
命
)

器
H
 
◇
第
羽
鼎
議
員
会
W
 
(
出
席
二
十
三
名
、
於

近
璽
)
◇
交
器
翻
△
論
冨
)
擢
(
出

席
二
十
四
名
、
於
当
所
)

船
日
◇
奈
良
市
庁
舎
起
工
式
参
列
(
小
ハ
念
務
、
於

三
笠
中
学
跡
)

スユ二

会
議
所

4
 
三
=
,
'
三
一
一
、
,
三
一
一
・
'
三
一
一
・
,
三
一
一
、
'
三
=
、
'
三
=
・
,
三
=
・
゛
三
一
一
、
'
三
一
宕
,
三
一
、
・
,
三
=
,
゛
三
一
一
,
゛
三
一
工
'
三
一
一
、
4
 
三
一
=
゛
三
一
、
y

7
刀
而
円
◇
第
一
県
良
観
光
士
・
隔
研
究
鯏
発
協
零
開

催
(
於
俳
)
◇
小
規
模
聖
符
器
(
於
当

所
)◇

会
鯱
淫
呈
H
蝉
委
R
会
打
介
せ
泥
(
出
竺

名
、
於
門
所
)
◇
卸
団
地
研
究
会
開
催
(
出
堕

ー
ゾ
ー
ー
一
一
.
リ

◇
奈
良
の
甑
婁
覆
a
会
・
交
厶
に
出
席
(
木

玲
日

戸
部
長
、
於
友
詮
光
ビ
ル
)
◇
会
館
巡
界
理

委
貝
打
介
美
施
(
出
W
名
、
釜
所
)
◇
交

通
述
愉
W
W
 
(
出
席
十
二
劃
、
於
当
所
)

◇
索
而
倫
糊
へ
薪
稔
(
4
、
円
城

0
1
2
1

石
川
名
指
遵
貝
)

.

.

.
、

一
、^

^
^
ム
券
^
"
^
^
珂
^
^
^
辺
・
^
^

幻
U

器
日
◇
鋪
五
十
七
川
議
貝
総
会
剛
催
(
出
常
七
十
名
、

於
俳
)
◇
,
Π
人
の
粢
図
」
講
叉
工
開
催

札
冉
■
占
Ⅱ

命
帥
小
川
栄
一
氏
、
出
曾
四
十
名
)

◇
販
光
横
・
鴛
舮
炎
施
(
姦
名
釜
十
一
名
、

3
1
2
1

於
当
所
)

^
U
 
^
^
A
^
一
^
一
^
ん
^
目
Ⅷ
^
^
^
^
ム
^
^
^
出
,
^
^
^
、

於
1
)

部
H
 
◇
ユ
ニ
ー
ド
送
迎
ハ
ス
に
関
す
る
調
蚊
焚
施
(
出

席
九
●
、
於
ψ
併
)
◇
金
触
審
介
会
諾
(
擢
戒

竹
数
丁
↓
付
)

器
H
 
◇
副
会
顕
会
議
開
催
(
於
当
所
)
◇
卸
商
業
団
地

推
進
協
議
会
開
催
(
於
当
所
)

即
H
 
◇
商
業
小
光
饗
正
副
部
会
長
会
桜
(
谷

日
誌
一

会

(
七
月
1
八
月
)
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社
名
変
更

新
奈
分
饗
<
玉
側
し

◇
住
所
変
更

弃
良
,
'
グ
ル
ー
フ

新
査
市
中
筋
町
三
一

旧

三
和
建
設
鵠

新
奈
良
市
西
李
靜
二
の
一
の
六
三

旧
奈
良
市
尼
ケ
辻
町
甲
六
七
五
の
一

、イ所右

イ
、

情

3

ユ

f

望

二

』
」

大

希

卒一

の

Y
山

会

〔
"
 
t
L
、
、
 
f
r
、

、
一
ニ
ニ

、
奈
奈
奈
坐
天

而
一
抽
」
冊
一
郁
一
袖

本

円005

市
市

良
可
・
艮
一

プ
フ
フ

王
三
三
三
三
一
=
三
三
一
宅
一
一
三
三
主
三
三
三
三
=
一

仰

消
川
息
"

=
=
三
三
三
三
三
三
三
=
一
一
二
三
三
三
三
芒
三
三
一
=

部
述

4

22

良
通

船
田

乳
日

種

近
畿
・
X
璽
鵠

余

器

◇
代
表
者
変
更

帰
東
京
商
エ
リ
サ
ー
チ
奈
良
支
店

用
手一広

六
建用

自
乗

:
 
Y
h

奈
)

卯
日
忌
祝

卯
燿

訊
日(円

職
吉
川
勇
太
郎

⑳
日
S
祝器乳日(円

」
十

4

)

2
女

二一
寸

良
通

プ
刀⑳

日
S
祝器飢日(円225

0卯0

Ⅱ

奈
良
市
高
天
町
六
八
の
六

鵠
木
下
家
具
製
作
所

新
木
下
北
漆

1

新
侘

)

00007

3

2

旧
井
上
三
郎

男

旧
{
姦
四
艮 00007

締
吉
川
鉄
工
所

新
吉
川
実
康

奈
交
自
動
車
整
備
鵠

新
清
水
孝
一
郎

上
工

士、
至
井

ι
不繊

裁

一
人
上
一
人

-
N
以
一
柳

00007

52

旧
福
山
重

4

タ
ス
行

ス
リ
述

告
イ
影 f

62

子

5

、
ム

手

奈
良
近
鉄
タ
ク
シ
ー
鵠

新
部
逹

北
新
測
量
鵠

新
御
荘
基
弘

木
下
義
一

"
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了勤努牛:

旧

]

、'」

旧

t」才

為
?ロ

旧

鯉火卒

奈良

あなたの企業にこの人を.ノ.ノ

求職者

議所

下記の求職岩プメ奈R公共職業安定所に中込まれておりますのて、雇用を希望される群業所は職柴安定所紹
介係までお問bせ下さい。

1シ子1;ξ
電話交換免許

14芥K

44

挑盤工

昭和50年9月10日(毎月1回10日発行)

自家用
タクシー

47

電気技能工

影1

11i三1旦
珠j,1.司

守衛 6ケ月
5發管理 1011Ξ

52

9年
Ⅱ年

手取負金 如府知断間佃"S I 附旧)

乍
(20尺)

36

人

盤 34年

資材 管
(電気) 7

ライス盤101・
メリヤス
仕上裁断13年

40

120,000円

9.00~5.00
(日眺)

キイパソ
チ・ヤー

230,000円

8.30~5.00
(日曜)

130,000円

1旺 1/ゞ
通

県内外
通

県内
通

県内外
i血

8.30~5.00
(肌是)

23

1中半

100,000円

50人1
以上

8.30~5 '00
(肌脚

1年半

^^

8'11'i1■C゜ド、/JINt1 天理市無

^^1

8月幻日掲赦分

4年半

50人
以上

ン」弍守・
ニーーーニー

1工工叉
珠井.可

奈良市 1 有
.^^

ι二{rJ、"'{' 1 -ー
、、'、 1

4年

保安係

4年

義務卒

共務卒

以上

10

刀气、「1」 1

確話交換

一般出務

学丘'

ース

卒ぐ厄女D

伶経

80,000円(百曜.ぢ

一般水務

性別 NO



第84号 (第三種郵便物認可)

献部桝谷設計
本社及び
奈良小務所
京都事務所
大阪蛎務所

奈良市ブぐ宮吻'1丁U 6番21号 IEL 奈良(0ス12)34-1461北
京都市小京区御池通御幸町伯屋町京都府旅館会純侃京都(m5)22】-1632q口
大阪市淀川区宮原2丁目13-121舛谷ビルⅢ大阪(06)391-507NU

奈

代衷取締役
桝谷博

良

」

^

議所

阪

行

ユ

お菓子は徳村

各種奈良県代理

徳村商店

1判1厶1

ス

商小1
社

紹

み

ノノ

ー)

ノノ

バ鵠ニモ良支店フタ

本

介

商卸

昭和50年9月10日(毎月1回]0日発行)

名

冊カギオカ奈良営業所

教

朗泉発奈良店

所在1代表者名

代衷徳村楢良
IE L 0742-24-2001~4
TE L 0742-22-・-0122~3

ら 成光勇

、11、「」オS:ト、.ff、
今井
勢リ之」UJ

材

どうぞよろしく.ノ

(朋) 767]
( 6 ) 2731
(4)町町

知店

奈央山内仔原町20
奈良「b藤jj禅町

98の2

古田宗二余良市大森町37-1

地

奈良1愉煩大寺東岫
2-4-12

今西健策奈良市福智院町39

坂井又雛

小橋清則

西精男

松本千恐

1・⑳25郭t-】 服敗-1
"ノ、、

教オ小文呉販⑳2398

φヲ 3551
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(第三種郵便物認可)

<現代のプロメテウス>

近電工はあすを具現Lます
総合設備産樂のパイオニア^
<近電工>は新しい時代の展

開とともに成長をつづけ70年代
のエネルギーを先導します。
篭気・計装.空謂.土ホ

近識電鼠エキ株夫令ゞ土
Xι暢役女妥
政誌投牡長
宗良支島畏

大霽
朋太

外内 国
特詐・実用新案・意匠・商標

出願・審判・鑑定,相談・侵害事件・訴訟
(奈良商工会議所ヰレト企業相談所願砥上相談日・木院日)

ツタタ

蔦田内外国 特
蔦介理士
蔦理士

大阪市東区瓦町2丁H9番地
(堺紗幌ミ町北へ20om東佃D ハラダビル8 F
電話大阪(06) 227-5535~5537
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共の他一般・鮮魚

株式会社
奈良定期観光ノゞス
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奈R市南京終岡13

レンタをご利用ください。 ^ニ

トヨリレユ可リース奈良

ン給食用
冷凍魚各報
・加工水産物卸朋昼

北和
代衷取締役中

昭荊150q.9月10日(毎月1 回10日発打・)

^

TEL (23) 3735~7 夜閻(23) 3737

電気はみんなのもの

大切に使いましょう

レニ'り・リース

必,聖む三三.、必到1なiliが、スグモうい三ナ。
飾劇Ⅱリtにtドリたりの介N仂むシブ、テ1,
武Ⅱ、ttf足■ご検Jくナ_きい。

丑0742(26)2223お問い介力せ捻

公園名所めぐりほか数コース<毎日発車>
.のりぱ一国鉄・近鉄奈良駅前

信願のネノト0-ウ

^

奈良営業所奈良ホ杉ケ町30 丑0742(26)2223

0

翻力棚介せ

定捗1観光樹Xji斤丑0742(22)5263 ^^^コ^

関西電力(株)奈良支店
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